
■　第2次総合計画

商工観光部 新井　清宏

１．総合計画で掲げている目的など

【参考】施策に関連する個別計画

平成23年度～
平成27年度

# # # # # # # # # # #

２．行政の主な取組と構成事務事業一覧

行政の主な取り組み

↓

 事務事業名称・事業内容（実績）

①　防犯意識の高揚と防犯活動の推進

1

2

3

4

5

6

7

8

②　交通安全意識の高揚と交通環境の整備・充実

9

10

11 現状維
持交通安全啓発事業として街頭啓発活動や交通安全教室を開催(交通安全指導員12人、活動回数58回) (2,022)

サー
ビス

S

高齢者等ドライバーの交通事故防止のため、運転免許証を自主返納した高齢者と障害
者を対象に免許証の代わりに身分証明として利用できる住民基本台帳カードの交付と
鉄道・バスの乗車チケットの無料進呈を実施(事業費は、他施策［17　公共交通］で計上)

2,022       市規
定

単費 ○
交通安全活動事業 市民協働課 1,902       

防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙ車（軽自動車1台）の購入経費 (190)

B 縮小
市営駐車場の維持管理(11か所) -

1,584       -             市規
定

単費 ○
維持
管理

新規事業
1,390       防犯パトロール車購入事業【再編交付金活用事業】 総務課 -             

市営駐車場管理事業 市民協働課

消費生活推進事業 商工振興課/生活福祉課

拡大
丹後町宇川地域の漁港等へ防犯ｶﾒﾗ(7基)を設置 -

施設
整備

S

A 拡大
専門相談員1人による相談業務(消費生活ｾﾝﾀｰ)、消費生活学習ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動補助 (1,623)

4,342       4,594       
義務

府・
一部

含む －

-             市規
定

国府
全額

-
漁港防犯カメラ設置事業【再編交付金活用事業】 海業水産課 3,796       

防犯カメラ設置事業（道路）【再編交付金活用事業】 市民協働課

現状維
持駅舎駐輪場へ防犯ｶﾒﾗ(8基)を設置 (400)

施設
整備

S

S 拡大
市内の幹線道路等へ防犯ｶﾒﾗ(7基)を設置 -

4,331       -             
なし

国・
一部

-
施設
整備

7,000       
なし

国・
一部

-
防犯カメラ設置事業（駅舎駐輪場）【再編交付金活用事業】 市民協働課 4,497       

地区管理の防犯灯をLED防犯灯に交換する集落へ補助金交付(交換数3,203灯) (3,800) 現状維
持

44,285     72,800     市規
定

国・
一部

-
施設
整備

66           
平成26年度予算執行なし

放置自動車対策事業 市民協働課 -             

LED防犯灯交換事業費補助金【再編交付金活用事業】

防犯灯管理事業 市民協働課

市管理の防犯灯（集落間）を設置（21灯）、地区管理の防犯灯設置費用に対し補助金を交付(新設防犯灯数135灯)

施設
整備

S

A
現状維

持集落間の防犯灯(防犯灯2,033灯)の電気代、修繕 (4,092)

5,008       4,092       
なし 単費 ○

維持
管理

市民協働課

自動車廃物判定委員会開催経費及び廃物自動車移転・処理に係る経費

市規
定

単費 ○
LED防犯灯設置事業 市民協働課 5,667       

○ 京丹後市交通安全対策協議会において、各種交通安全活動を実施します。
○ 全国交通安全運動期間を中心に、関係機関・団体と連携し、啓発活動の充実を図ります。
○ 市民一人ひとりの交通安全意識を高めるため、交通安全教育を推進します。
○ 関係機関と一緒になって、安心して道路を利用できる交通環境を整備します。

○ 京丹後市防犯・暴力追放推進協議会において、各種防犯活動を実施します。
○ 全国地域安全運動期間を中心に、関係機関・団体と連携し、啓発活動の充実を図ります。
○ 消費生活センターの運営により、相談対応と消費者知識の普及啓発を図ります。
○ 夜間における安全を確保するため、防犯灯設置の増加を図ります。

(66)

S

単独
事業

事業
種別

施 策
貢献度

今後の
方向性担当課 （一般財源）

事務事業の概要 評価結果

H26決算額 H27予算額 根拠
法令

財政
負担

第3次京丹後市交通安全計
画

安全で円滑かつ快適な交通社会を実現するため、府、市、京丹
後警察署、関係機関・団体と連携し、交通の現状や地域の実情
等を踏まえ、交通の安全に関する施策に対し、陸上・海上交通の
安全に関する総合的かつ長期的な施策の大綱として定めるもの

予算額（単位：千円）

平成23年12月 平成28年度改定予定

吉岡　茂昭

施策の 目的
　市民が安心して生活できる環境づくりをめざし、犯罪の未然防止に向けた取り組みを推進するとともに、地域における防犯力の強化に努め
ます。
　また、「人優先」の交通安全思想を基本に、交通事故による死者数を限りなくゼロに近づけ、市民を交通事故の脅威から守ります。

施 策 方 針
（ め ざす姿 ）

　「日本一安全・安心なまちづくり」をめざし、犯罪を未然に防止するための広報や啓発活動に努めるとともに、相談対応の継続実施や各種関
係団体との連携を推進します。
　市民一人ひとりが交通ルールを守るとともに、高齢者や子ども等の交通弱者に対する思いやりのある交通マナーを実践し、安全で快適な交
通環境の実現と交通事故防止により、安全で安心して暮らせるまちづくりをめざします。

計画名称 計画概要 策定年月 計画期間 備考

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
基本方針（政策） 5 災害に強く、安心して暮らせるまちをつくります 所管部局 所管部局長の氏名

計画項目（施策）
13 防犯・交通安全対策の推進

市民部 石嶋　政博

健康長寿福祉部 岸本　繁之

<施策分野> ＜防犯・交通安全＞ 農林水産環境部

ＤＯ ＣＨＥＣＫ 

ＰＬＡＮ 
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③　防犯・交通安全意識の高揚と総合活動の実施

12

上記の「行政の主な取組」への位置付けが困難な事業

13

1

2

※ 合計金額には再掲事業を含んでいません。

※

【参考】総合計画で掲げている市民等の役割

【参考】個別計画で掲げている目標値

第3次京丹後市交通安全計画

３．総合計画で掲げている施策方針（めざす姿）とめざす目標値

４．施策方針（めざす姿）に対する現状評価

５．施策の進捗状況の評価［施策方針（めざす姿）の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

◎

○
　めざす目標値として掲げている指標のうち、高齢者が関与する事故率が前年度より上昇したものの、これ以外の指
標については、目標値に向けて順調に推移している。

○

▲

×

施策方針（めざす姿）に対する主な成果（アウトカム） 施策方針（めざす姿）の達成に向けての課題

○京丹後警察署、丹後広域振興局、市、交通・防犯関係の各種団体の連携を
深め、「京丹後安全・安心まちづくり推進会議」にて、期間を定めて集中的に交
通安全・防犯対策の事業を展開したことにより交通安全、防犯意識の向上につ
なげることができた。

○高齢者が関係する交通事故が約4割であり、高齢者を中心とした更なる啓
発活動などが必要である。
○犯罪の抑止力を高め、万一、行方不明者や事件等が発生した場合でも、こ
れまで以上に迅速かつ有効な手掛かりの情報として対応するため、防犯カメ
ラの増設行う必要がある。
○事故やけがなどの健康の阻害要因を地域ぐるみで予防するため、セーフコ
ミュニティ（みんなが安心して生活できる安全なまちづくり）の世界認証に向け
た取組を進めていく必要がある。

150以下 H36

進捗状況区分 評価 理　　由

98.0以上 H36ＬＥＤ防犯灯設置割合（地区所有約8,400灯のうち） ％ 6.0 H25 38.1 H26

37.2 H25 40.6 H26 30.0以下 H36

目標値

年度 年度 年度

街頭犯罪認知件数 件 101 H25 53 H26 80以下 H36

高齢者が関与する交通事故率 ％

H26 0 H27
船舶海難による死者・行方不明者数（京丹
後市海域）

人 0 H22 0

事故発生件数 件 167 H25 133 H26

施策方針
(めざす姿)

　「日本一安全・安心なまちづくり」をめざし、犯罪を未然に防止するための広報や啓発活動に努めるとともに、相談対応の継続実施や各種関係
団体との連携を推進します。
　市民一人ひとりが交通ルールを守るとともに、高齢者や子ども等の交通弱者に対する思いやりのある交通マナーを実践し、安全で快適な交通
環境の実現と交通事故防止により、安全で安心して暮らせるまちづくりをめざします。

め ざ す
目 標 値

指標名 単位
計画作成時 実績値（現状）

船舶海難発生数 隻 145 H22 3 H26 0 H27

人身事故発生件数 件 236 H22 133 H26
総合計画の目標（200
件）より更なる減少 H27

市 民 等 の
役 割

① 京丹後安全・安心まちづくり推進会議と連携し、防犯・交通安全対策を実施します。
② 地域住民の連帯感を高め、地域住民の目が行き届いた地域コミュニティの形成に努めます。
③ 交通安全、防犯活動に取り組む意識を向上します。
④ 防犯灯の運営管理を行います。
⑤ 市民防犯の日の意識向上と活動に取り組みます。
⑥ 積極的に知識を習得し、賢い消費者になります。
⑦ 地域で声を掛け合い悪質商法等の被害を防ぎます。

指標名 説明・備考 単位
計画作成時 実績値（現状） 目標値

年度 年度 年度

計
76,145     92,730     

(12,959)

3と4の事務事業は、平成27年度当初予算において統合され1つの事業となっていることから、
H27予算額及び今後の方向性（施策評価）欄を結合表示しています。

現状維
持暴力団排除に関する講演会の開催、暴力団排除啓発活動の実施等 (54)

54           市規
定

単費 ○
サー
ビス

A
暴力団排除対策事業 市民協働課 98           

防犯活動経費 市民協働課
S

現状維
持防犯団体等と連携し、各種防犯活動を実施 (712)

635         712         市規
定

単費 ○
サー
ビス

○ 京丹後安全・安心まちづくり推進会議において、防犯・交通安全の総合的な活動を実施します。

ＣＨＥＣＫ 

ＣＨＥＣＫ 
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６．今後の施策展開と歳出抑制の考え方（平成28～30年度までの3か年の主な取組）

歳出抑制（歳入確
保）の考え方

施策展開の考え方

1
防犯カメラの増設を行い、犯罪の抑止力を高め、市民生
活の安心・安全の向上を図る。

再編交付金

再編交付金

2
地区が管理する防犯灯をLED防犯灯に交換する集落に
対して補助金を交付し、地区管理の防犯灯のLED化を
進める。

区分 No. 具体的内容
説明（特定財源名、
補完・代替措置等）

ＡＣＴ 
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○市管理防犯灯電気代

市管理防犯灯（道路照明含む）の灯数

※平成27年3月末現在

○市管理防犯灯修繕料

・道路拡幅工事に伴う防犯灯の移設費用

・落雷による防犯灯修繕ほか

○電力引込工事負担金

道路拡幅工事に伴う防犯灯の電力引込工事負担金

事 業 所 管 課 市民部／市民協働課

評
価
・
課
題
等

○集落間の防犯灯の適切な維持管理を行い、夜間の犯罪や交通事故の防止に努めた。
○防犯灯のLED化の推進により、電気料金について46.1％の削減につながった（平成25
年度比）。

合　　　計 2,033灯

456千円

16千円

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

4,536千円

町　域 灯　数 町　域 灯　数

大宮町 378灯 弥栄町 258灯

網野町 317灯 久美浜町 571灯

峰山町 141灯 丹後町 368灯

5,008千円 5,036千円 28千円 99.4 % 5,892千円

目
的

　市が管理する防犯灯（集落間）の維持管理を行い、夜間の犯罪の防止と通行の安全を
図る。

防犯・交通安全の推進

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅵ うるおい安全都市 計画項目 ⑦

予算科目 02総務費 01総務管理費 13諸費 02防犯対策事業

細事業名 03 防犯灯管理事業 決算書 Ｐ.110

- 4 -

○LED防犯灯交換事業費補助金

【事業概要等】 （単位：灯、千円）

事 業 所 管 課 市民部／市民協働課

丹後町（宇川以外） 227 3,001

丹後町（宇川地域） 10/10 329 6,212

合　　計 3,203 44,285

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

峰山町

弥栄町 343 4,436

久美浜町 747 10,126

2/3

734 9,420

大宮町 457 6,209

網野町 366 4,881

負担金､補助及び交付金 LED防犯灯交換事業費補助金 44,285千円

補助金額

　夜間における犯罪の防止及び通行の安全確保を図るとともに、地域経済の活性化及
び二酸化炭素排出削減等の環境負荷の低減による環境にやさしいまちづくりをさらに
推進し、並びに照明器具の長寿命化及び電気代の節減による地域住民の負担軽減を図
るため、LED防犯灯に交換する集落へ補助金を交付した。

44,285千円

地　域 補助率 交換灯数

事業名称 再編交付金活用事業

個別事業名 決算額

13 LED防犯灯交換事業費補助金 44,285千円

決
算
額
の
内
訳

19
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○工事請負費

（単位：灯、千円）

○LED防犯灯設置費補助金

地区要望に基づき、地区管理防犯灯の新設費用を補助

電柱等への共架（30千円／灯）、鋼管柱設置（90千円／灯）

※地区管理防犯灯の灯数は、平成27年3月末現在

事 業 所 管 課 市民部／市民協働課

評
価
・
課
題
等

　地区要望に基づき、集落間の市管理防犯灯を設置すること、また集落内における区管理
防犯灯設置への助成を行うことにより、夜間の犯罪や交通事故の防止に努めることができ
た。

主
な
財
源

合計 6地区 135灯 4,828千円 8,605灯

府補 未来づくり交付金（防犯灯設置事業） 2,700千円

弥栄町 － － － 863灯

久美浜町 － － － 1,920灯

網野町 － － － 1,734灯

丹後町 － － － 1,001灯

補助金額 地区管理灯数

峰山町 1地区 15灯 621千円 1,714灯

大宮町 5地区 120灯 4,207千円 1,373灯

内記地内 5 74

久美浜町 湊宮～蒲井間 12 630

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

839千円

町　名 設置場所 灯数 金額

峰山町
矢田地内 4 135

合計 21 839

4,828千円

町域 要望地区数 設置灯数

5,667千円 5,670千円 3千円 99.9 % 5,670千円

目
的

　市が管理する防犯灯（集落間）を設置するとともに、各地区が管理する防犯灯の新規
設置費用に対して補助金を交付し、夜間の犯罪の防止と通行の安全を図る。

防犯・交通安全の推進

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅵ うるおい安全都市 計画項目 ⑦

予算科目 02総務費 01総務管理費 13諸費 02防犯対策事業

細事業名 02 LED防犯灯設置事業 決算書 Ｐ.110

- 6 -

○防犯カメラ設置工事

【設置場所等】

事 業 所 管 課 市民部／市民協働課

小天橋駅 久美浜町浦明地内 1

かぶと山駅 久美浜町海士地内 1

久美浜駅 久美浜町地内 1

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

京丹後大宮駅 大宮町口大野地内

工事請負費 防犯カメラ設置工事 4,497千円

峰山駅 峰山町杉谷地内 2

　犯罪の抑止力を高め、市民生活の安全・安心の向上を図り、市内の街灯犯罪の約4
割を占める自転車盗への対策として、駅舎駐輪場へ防犯カメラ（8基）を設置した。
　また、万一、盗難事件が発生した場合でも、これまで以上に迅速かつ的確な対応が
可能となった。

4,497千円

設置場所 所在地 基数

1

網野駅 網野町下岡地内 1

夕日ケ浦木津温泉駅 網野町木津地内 1

事業名称 再編交付金活用事業

個別事業名 決算額

14 防犯カメラ設置事業 4,497千円

決
算
額
の
内
訳

15
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○防犯カメラ設置工事

【設置場所等】

事 業 所 管 課 市民部／市民協働課

宇川小学校正門付近 丹後町上野地内 1

黒部駐在所付近 弥栄町黒部地内 1

消防久美浜分署敷地内 久美浜町甲山地内 1

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

大宮織物ホール敷地内 大宮町周枳地内

工事請負費 防犯カメラ設置工事 4,331千円

消防本部入口付近 峰山町杉谷地内 1

　犯罪の抑止力を高め、市民生活の安全･安心の向上を図り、街灯犯罪等への対策と
して、市内の幹線道路等へ防犯カメラ（7基）を設置した。
　また、万一、行方不明者や事件等が発生した場合でも、これまで以上に迅速かつ有
効な手掛かりの情報として対応することが可能となった。

4,331千円

設置場所 所在地 基数

1

木津防災資機材備蓄倉庫横 網野町木津地内 1

丹後市民局敷地内 丹後町間人地内 1

事業名称 再編交付金活用事業

個別事業名 決算額

19 防犯カメラ設置事業（道路） 4,331千円

決
算
額
の
内
訳

15

- 8 -

・防犯カメラ設置

袖志漁港　　　３基

尾和漁港　　　１基

中浜漁港　　　３基

事 業 所 管 課 農林水産環境部／海業水産課

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　漁港施設内での犯罪への抑止力を高め、漁業関係者の安心・安全の向上を図るため
、丹後町宇川地域の漁港等に防犯カメラを設置した。

決
算
額
の
内
訳

15 工事請負費 宇川地区防犯カメラ設置工事 3,796千円

事業名称 再編交付金活用事業

個別事業名 決算額

05 漁港防犯カメラ設置事業 3,796千円
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○消費生活相談事業 4,082千円

【開設場所】　　 寄り添い支援総合サポートセンター内

【相談時間】　　 午前9時～正午、午後1時～午後4時

【相談受付件数】 311件（販売購入：277件、事故：3件、その他：31件）

【消費生活セミナー開催】

  　　 第1回（10月1日）食品表示について、消費生活に関する寸劇

　　　第2回（3月6日）  食品表示(百貨店の取組)について、消費生活に関する寸劇

・相談員賃金等（1人）※１人分は市民生活相談事業から支出 2,060千円

・研修旅費等 630千円

・消費生活セミナー開催費用 125千円

・参考図書、チラシ、事務用品等購入費 240千円

・電話、FAX料金等 104千円

・公用車維持管理費（2台） 923千円

○消費生活学習グループ活動費補助金 260千円

【会員数（平成27年3月31日現在）】

  峰山 32人、大宮 45人、網野 15人、丹後 27人、弥栄 15人、久美浜 18人

【活動内容】

・イベント、老人会等での啓発活動

・消費生活学習会等の実施

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

評
価
・
課
題
等

○専門相談員が、市民からの消費生活相談に迅速かつ適切に対応することにより、消費者
被害の防止と早期解決に寄与できた。
○消費生活センターからの情報提供や啓発物品の配布、消費生活学習グループの啓発活動
を通して、消費者被害を未然に防止するとともに、市民の消費生活トラブルに対する意識
を高めることができた。
〇相談件数は増えているが、潜在的な被害者も存在し、引き続き啓発等行う必要がある。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　消費生活センターに専門相談員を配置し、市民からの相談に対応するととも
に、消費生活に関する情報の収集・提供を行った。

主
な
財
源

府補 消費生活行政活性化事業費補助金（10/10） 2,701千円

諸収入 市有自動車損害共済金 66千円

4,342千円 4,487千円 145千円 96.7 % 4,283千円

目
的

　消費生活センターで、相談対応及び情報提供等を行うとともに、消費生活学習グルー
プの活動に対する支援を行うことにより、市民の消費生活の安定、向上を図る。

防犯・交通安全の推進

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅵ うるおい安全都市 計画項目 ⑦

予算科目 07商工費 01商工費 01商工総務費 02消費生活推進事業

細事業名 01 消費生活推進事業 決算書 Ｐ.252
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○市営駐車場維持管理等経費

・用地賃借料（千歳、杉ノ木、上近江）

・照明電気代（千歳、杉ノ木、上近江、峰小前）

・駐車場清掃時のごみ持込み処理手数料ほか

○市営駐車場閉鎖に伴う整備工事

・場内整地、鉄柵、看板及び外灯撤去

市営駐車場一覧

（京丹後市営駐車場条例）

評
価
・
課
題
等

○市営駐車場を設置することにより、公共交通等の利用促進など利便性を図ることができ
た。
○利用実態に応じた市営駐車場の在り方の見直しを行った（廃止：5か所）。

事 業 所 管 課 市民部／市民協働課

主
な
財
源

11 久美浜駅前第２駐車場 久美浜町826-3 684㎡ 17台 廃止

10 久美浜駅前駐車場 久美浜町785-6 255㎡ 13台 名称変更

9 土居駐車場 久美浜町3118-2 505㎡ 17台 市有地

8
夕日ヶ浦木津温泉駅前
駐車場

網野町木津800-1 610㎡ 16台 KTR所有地

7 網野駅前駐車場 網野町下岡126-2 301㎡ 45台 KTR所有地

6 峰山駅東口駐車場 峰山町丹波825-3 354㎡ 14台 市有地

杉ノ木駐車場 峰山町杉谷978 461㎡ 22台 廃止

5 峰山駅前駐車場 峰山町丹波811-4 509㎡ 22台 KTR所有地

4 峰山小学校前駐車場 峰山町吉原62-11 560㎡ 24台 廃止

備　考

1 千歳駐車場 峰山町千歳213 1,452㎡ 56台 廃止

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

842千円

793千円

37千円

12千円

742千円

№ 名　　　称 所　在　地 規　　模

3 上近江駐車場 峰山町杉谷813 1,006㎡ 35台 廃止

2

1,584千円 1,691千円 107千円 93.6 % 2,259千円

目
的

　市への来訪者及び地域住民の便宜を図るとともに、道路駐車を防ぎ道路機能を確保す
るなど、市内の交通秩序を保持する。

防犯・交通安全の推進

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅵ うるおい安全都市 計画項目 ⑦

予算科目 02総務費 01総務管理費 11交通安全対策費 01市営駐車場管理事業

細事業名 01 市営駐車場管理事業 決算書 Ｐ.106
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○交通安全指導員設置経費

・報酬（年額120千円×12人）1,440千円、費用弁償153千円

○職員旅費（市町村担当課長会議）

○交通安全看板（8枚）ほか

○防犯交通安全啓発シール作成（1,300枚）

○交通安全協会補助金

交通安全運動等（主な啓発活動実施分）

京丹後警察署管内交通事故発生件数（各年12月31日現在）

資料：京丹後警察署

評
価
・
課
題
等

○京丹後警察署、丹後広域振興局、市、交通・防犯関係の各種団体の連携を深め、「京丹
後安全・安心まちづくり推進会議」にて、期間を定めて集中的に交通安全・防犯対策の事
業を展開したことにより交通安全、防犯意識の向上につなげることができた。
○高齢者が関係する交通事故が約4割であり、高齢者を中心とした更なる啓発活動などが
必要である。

事 業 所 管 課 市民部／市民協働課

主
な
財
源

54件

高齢者割合 40.5% 40.3% 36.2% 36.5% 38.3% 40.6%

うち高齢者 94件 95件 85件 74件 64件

H26

事故発生件数 232件 236件 235件 203件 167件 133件

項目 H21 H22 H23 H24 H25

10千円

63千円

36千円

200千円

4月 春の全国交通安全運動

9月

秋の全国交通安全運動

5月 自転車の安全利用推進月間

55人

交通教室指導（幼稚園、小学生、高齢者）・会議 31回 203人

合　　計 58回 402人

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

1,593千円

活動内容 回数 延べ人数

例月立番（児童生徒の登校時） 12回 144人

街頭啓発活動（交通安全運動、府民運動等） 15回

交通事故死ゼロを目指す日

7月
夏の交通事故防止府民運動 早めのライトアップ運動

府域一斉交通安全街頭啓発 12月 年末の交通事故防止府民運動

1,902千円 1,951千円 49千円 97.4 % 1,895千円

目
的

　交通安全啓発活動等を実施し、安全で快適な交通環境の実現と交通事故の防止を図る
。

防犯・交通安全の推進

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅵ うるおい安全都市 計画項目 ⑦

予算科目 02総務費 01総務管理費 11交通安全対策費 02交通安全活動事業

細事業名 01 交通安全活動事業 決算書 Ｐ.106
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○防犯委員会活動費（委員数：32人）

・防犯委員会委員謝金（2回、4,000円×36人）

・防犯委員会委員費用弁償（2回、36人）

○防犯協会負担金

・京丹後防犯協会負担金

・京丹後防犯協会自動車税負担金（日産マーチ　1台分）

無償貸与の防犯パトロール車に係る自動車税相当額

○防犯対策関連経費

・万引き防止対策推進協議会北部分科会職員旅費（福知山市）

・防犯交通安全啓発シール作成（1,300枚）

・暴力･違法銃器追放京都府民大会参加時有料道路通行料

「京丹後市･防犯の日」の取組み

・市内全域の金融機関における啓発活動（6/13）

・峰山町内の商業施設における啓発活動（8/12）

・大宮町内の金融機関における啓発活動（10/15）

・網野町内の金融機関における啓発活動（12/15）

京丹後警察署管内刑法犯認知件数（各年12月31日現在） （単位：件）

資料：京丹後警察署

事 業 所 管 課 市民部／市民協働課

評
価
・
課
題
等

○京丹後市防犯委員会が主となり、毎月15日の「京丹後市・防犯の日」における定期的な
活動などを実施したことにより「振り込め詐欺」等の特殊犯罪などに関する意識向上につ
なげることができた。
○京丹後警察署、丹後広域振興局、市、交通・防犯関係の各種団体の連携を深め、「京丹
後安全・安心まちづくり推進会議」にて、期間を定めて集中的に交通安全・防犯対策の事
業を展開したことにより交通安全、防犯意識の向上につなげることができた。

265

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

159千円

144千円

15千円

434千円

400千円

438 480 417 320 288件数 656 550 473 463

4千円

年次 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

34千円

42千円

2千円

36千円

635千円 659千円 24千円 96.3 % 785千円

目
的

　防犯団体等と連携し、各種防犯活動を実施し、犯罪のない安全で安心なまちづくりを
推進する。

防犯・交通安全の推進

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅵ うるおい安全都市 計画項目 ⑦

予算科目 02総務費 01総務管理費 13諸費 02防犯対策事業

細事業名 01 防犯活動経費 決算書 Ｐ.110
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○暴力団排除講演会

・講演会広告手数料

演題「反社会的勢力との断絶は、武蔵坊弁慶と京丹後市民との輪」

講師　京都府暴力追放運動推進センター事業課長　上原忠晴氏

（アグリセンター大宮、H27.3.2、参加者数88人）

○暴力団排除対策関連経費

・暴力違法銃器追放運動京都府大会職員旅費（京都市）

・暴力団排除啓発ポスター作成（200枚）

評
価
・
課
題
等

○一般市民向けに、暴力団排除講演会を実施することにより、暴力団関係者との接し方や
対応方法など啓発することができた。
○事業所向けの啓発ポスターを作製し、より幅広く市民の方へ周知することができた。

事 業 所 管 課 市民部／市民協働課

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

21千円

21千円

77千円

2千円

75千円

98千円 119千円 21千円 82.3 % 119千円

目
的

　市民の安全安心を確保する活動に取り組み、暴力団による不当な行為により、事業活
動及び市民の生活に生じる不当な影響を排除する。

防犯・交通安全の推進

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅵ うるおい安全都市 計画項目 ⑦

予算科目 02総務費 01総務管理費 13諸費 04暴力団排除対策事業

細事業名 01 暴力団排除対策事業 決算書 Ｐ.110
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